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（１）事業の目的

１．事業の概要

3

・国道３６号は、札幌市を起点とし、室蘭市に至る幹線道路。
・白老拡幅は、観光期渋滞の解消により地域振興に貢献するとともに、アイヌ文化の復興等の拠点へのア
クセス改善や、国際拠点港湾間の連結強化、円滑で安全な物流の確保による企業活動の支援等を目的
とした延長４．８ｋｍの４車線拡幅事業。

■位置図 ■事業概要図



（２）計画の概要

１．事業の概要

4

①起点 ‥‥北海道苫小牧市樽前

終点 ‥‥北海道白老郡白老町社台

②計画延長‥‥４．８km

③幅員 ‥‥２２．２５m

④構造規格‥‥３種１級

⑤設計速度‥‥８０km/h

⑥車線 ‥‥４車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどう しらおい しらおいちょうしゃだい

ほっかいどう とまこまい たるまえ

■横断図 （単位：ｍ）



１．事業の概要
（３）経緯
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平成29年度 事業化

平成29年度 工事着手

平成30年度 用地補償着手

令和元年度 開通 L=4.8ｋｍ

事業完了

■整備後

写真：室蘭開発建設部（令和5年8月15日撮影）

：写真撮影箇所

■整備前

写真：室蘭開発建設部（平成27年8月13日撮影）



２．社会経済情勢の変化

66

[高速交通ネットワークの整備]
・令和２年１２月 北海道縦貫自動車道

苫小牧中央ＩＣ開通

[周辺道路の整備状況]
・令和２年 ３月 道央圏連絡道路

泉郷道路 全線開通
・令和４年 ３月 蟠渓道路 部分開通
・令和７年度 蟠渓道路 全線開通予定

[その他]
・令和２年 ３月 白老町 ウポポイへのアクセス道路改善
・令和２年 ７月 白老町 ウポポイ（民族共生象徴空間）開業
・令和３年 ７月 「北海道・北東北の縄文遺跡群」が

世界遺産に登録
・令和４年 ６月 白老港「にっぽん丸」初寄港
・令和５年 ９月 白老港「にっぽん丸」寄港
・令和５年１０月 室蘭港～青森港間フェリー就航
・令和６年 ２月 苫小牧西部エリアにおける

国内最大規模のグリーン水素
サプライチェーン構築に向けた検討開始

次世代半導体工場
予定地

入江貝塚

高砂貝塚

北黄金貝塚

キウス周堤墓群

令和2年3月
道央圏連絡道路
泉郷道路 全線開通

写真：札幌開発建設部

令和4年6月
白老港 「にっぽん丸」初寄港

令和5年9月
白老港 「にっぽん丸」寄港

写真：白老観光協会

令和2年3月
白老町 ウポポイへのアクセス道路改善

令和2年7月
白老町 ウポポイ（民族共生象徴空間）開業

写真：公益財団法人アイヌ民族文化財団

令和6年2月
苫小牧西部エリアにおける国内
最大規模のグリーン水素サプライ
チェーン構築に向けた検討開始

令和2年12月
北海道縦貫自動車道
苫小牧中央IC開通

令和3年7月
「北海道・北東北の縄文遺跡群」が
世界遺産に登録

写真：JOMON ARCHIVES
（伊達市教育委員会所蔵） 北黄金貝塚

令和4年3月
蟠渓道路 部分開通（0.7km）

令和7年度
全線開通予定

写真：室蘭開発建設部

令和5年10月
室蘭港～青森港間
フェリー就航

写真：室蘭市

（１）事業周辺地域の状況
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（１）交通量及び旅行速度の状況

３．事業の効果の発現状況

・当該事業区間の整備後の自動車交通量は１９，１８０台／日で、整備前と比較して微増傾向。

・当該事業区間の整備により、走行性が向上。

【整備前後の交通量及び旅行速度】

※整備前はH27調査
※整備後はR3調査

出典：全国道路・街路交通情勢調査

※本グラフの旅行速度とは、一般的に交通量が多くなる朝夕の時間帯の平均走行速度を示す。
（本資料で表示する「ピーク時旅行速度」と同義）
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（２）交通事故の状況

３．事業の効果の発現状況

算出方法： （公財）交通事故総合分析センターのデータを基に、事業区間における整備前後３年間の平均事故率を算出

【整備前後の事故率】

※整備前はH28～H30平均
※整備後はR2～R4平均

・事業区間における整備前後の事故率は、整備前の５．５件／億台ｋｍから４．２件／億台ｋｍに減少。

※R2は、R2.4～12月で算出



（３）事業効果の確認
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３．事業の効果の発現状況

事後評価にて確認した主な整備効果

・交通混雑の緩和

・主要な観光地への利便性向上

・製造品の流通利便性向上

・救急搬送の安定性向上

・日常生活の利便性向上
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３．事業の効果の発現状況
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・事業区間内に位置する主要渋滞箇所では、混雑度が約8割減少したほか、苫小牧方面の最大渋滞長
が600ｍ減少するなど、交通混雑の緩和に寄与。

・平成28年に観測した旅行速度16.8km/hに対して拡幅後は62.4km/hに向上し、主要渋滞箇所が解消。

■地域の声（R６．８ 白老町役場職員）

整備前は、GWやお盆のほか牛肉祭り

等のイベント時に渋滞が発生していまし

たが、整備後は、こうした観光期の渋滞

が大きく解消し、現在ではスムーズに走

行できるようになりました。

■整備後

写真：室蘭開発建設部（令和5年8月15日撮影）

■整備前

写真：室蘭開発建設部（平成27年8月13日撮影）

【主要渋滞箇所（一般国道36号×町道社台中央通）の交通混雑状況】【混雑度の変化】

出典：全国道路・街路交通情勢調査
（整備前：平成27年度、整備後：令和3年度）

混雑度が約8割減

【最大渋滞長の変化】

【旅行速度の変化】

出典：室蘭開発建設部資料

出典：室蘭開発建設部資料

700m

100m

220m

150m

0 100 200 600 700

整備前

（H29.8.13）

整備後

（R5.8.15）

整備前

（H29.8.13）

整備後

（R5.8.15）

最大渋滞長（ｍ）

苫
小
牧
方
面

室
蘭
方
面
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減少

旅行速度が
約４倍改善

【苫小牧方面】
最大渋滞長

整備前：７００ｍ
整備後：１００ｍ

【室蘭方面】最大渋滞長
整備前：２２０ｍ
整備後：１５０ｍ

【主要渋滞箇所】
R36×町道社台中央通

出典：室蘭開発建設部資料
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３．事業の効果の発現状況

・令和２年、白老町にウポポイ（民族共生象徴空間）が開業されたことで、新規宿泊施設の立地など町内
の宿泊機能が強化され、訪日外国人宿泊客数は増加傾向。周辺地域の観光地間を周遊する新たなツ
アーが展開され、観光入込客数は過去１０年で最大を記録。

・当該道路の整備により、観光地間における周遊性やアクセス性が向上し、白老・登別方面への訪問率・
宿泊率の増加に寄与。

（３）事業効果の確認（観光地間における周遊性向上）

■地域の声（R６．８ 白老町職員）

・白老拡幅の整備により、苫小牧方面からのアクセスが便利になったほか、ウポポイ、登別の温泉街やテーマパーク等の観光地間における周遊性が高まり、観光

入込や宿泊数の増加など、町内における観光経済の活性化に寄与しています。

【白老町の訪日外国人宿泊客数】

出典：北海道観光入込み客数調査

8.8倍に増加

新型コロナ
ウイルスの影響

【周辺地域の観光入込客数】

出典：北海道観光入込み客数調査

１.１倍に増加

新型コロナ
ウイルスの影響

※周辺地域（自治体）：
登別市、白老町、苫小牧市

【白老・登別方面への訪問率・宿泊率】

出典：北海道来訪者満足度調査（H30年度、R5年度）

＜訪問率＞ ＜宿泊率＞

1.1倍に増加1.1倍に増加

出典：旅行事業者へのヒアリング結果

白老拡幅

L=4.8km

札 幌

新規温泉施設
令和２年１月開業

【ウポポイ（民族共生象徴空間）】
・令和２年７月１２日開業

・主要施設として、「国立アイヌ民族博物館」

「国立民族共生公園」「慰霊施設」を整備

【当該道路周辺の主な観光拠点と周遊状況】

新規温泉施設
令和６年８月開業
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３．事業の効果の発現状況

・国際拠点港湾である苫小牧港と室蘭港は、道内の港湾取扱貨物量の６割以上を占める物流拠点であ
り、自動車部品、紙製品の原材料となる木材チップ等の取扱量が増加傾向。当該道路は、それら製造
品や原材料が行き来する重要な物流ルート。

・当該道路の整備により、道路交通の安全性や安定性が向上し、製造品等の流通利便性向上に寄与。

（３）事業効果の確認（製造品の流通利便性向上）

【当該道路周辺の物流動向】

■地域の声（R６．８ 製紙工場関連職員）

・当工場（白老町）と苫小牧港間を結ぶ国道36号は、紙製品の出荷はもとより、原材料となる木材チップや石炭を毎日輸送（1日延べ200台程度）する通行頻度の高い道路

ですが、当該区間で事故が発生した場合に迂回路がないことが大きなネックとなっていました。

・当該道路の4車線化により、事故のリスクが減少し配車計画通りの安定したトラック輸送ができるようになり、当該道路の整備効果を実感しています。

【道内港湾別取扱貨物量】

道内取扱貨物量の
６割以上

出典：港湾統計（R4年）

【当該区間の事故率の変化】

【苫小牧港からの自動車部品
輸移出量の推移（R1～R5）】

【苫小牧港への木材チップ
輸移入量の推移（R1～R5）】

出典：苫小牧港統計年報

出典：苫小牧港統計年報

国際拠点港湾
苫小牧港

紙製品

自動車部品

木材チップ

鋼材

自動車部品工場

製鉄工場

自動車部品工場
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増加傾向
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鉄鉱石・鋼材

【入荷】

【入荷】【出荷】
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出典：（公財）交通事故総合分析センターデータ

※整備前はH28～H30平均、整備後はR2～R4平均
※R2は、R2.4～12月で算出 ※全車種

ＪＲ東室蘭駅

紙製品

【出荷】

紙製品移出



国道36号利用

390件

82.6%

高速道路利用

82件

17.4%
R5年

白老町から

苫小牧市への

救急搬送

472件

３．事業の効果の発現状況

・白老町では、診療できる科目が４科目しかなく専門的な救急医療が行えないため、救急搬送の約５割を苫
小牧市内の高次医療施設に依存し、そのうち、当該道路を含め国道３６号を利用する割合は８割以上。

・整備前は交通混雑により、救急搬送時の車両の追い越しや回避に課題があったが、道路の拡幅により交
通混雑が緩和され、安全な救急搬送に貢献。

・当該道路の整備により、苫小牧市の高次医療施設への救急搬送の安定性向上に寄与。

（３）事業効果の確認（救急搬送の安定性向上）

■地域の声（R６．８ 消防署職員）

・整備前は、季節を問わず交通混雑が頻発

していたほか、道路幅員が狭隘であったた

め、走行車線並びに対向車線の車両の追

い越し・回避に苦慮していました。

・整備後は、整備前に頻発していた交通混

雑が緩和されたと同時に、道路幅員が広く

なり、通行しやすくなったことで、素早く安全

に苫小牧へ救急搬送を行えるようになった

ほか、点滴注射など搬送中の医療行為を安

全に実施することができるようになりました。
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苫小牧市

472件

46.5%

白老町

326件

32.1%

室蘭市

110件

10.8%

登別市

105件

10.4%

札幌市, 1件, 

0.1%

R5年

白老町からの

救急搬送

1,014件

【白老町からの方面別救急搬送】 【白老町⇒苫小牧搬送時の道路利用状況】

出典：白老町消防本部資料出典：白老町消防本部資料

約５割が
苫小牧市への搬送

８割以上が
国道３６号を利用

【白老町から苫小牧市への救急搬送状況（Ｒ５）】【白老町から苫小牧市への救急搬送状況（Ｒ５）】

出典：白老町消防本部資料

国道36号利用
３９０件

白老町

苫小牧市

高速道路利用
８２件

■診療科目数 ： ２３科
■病床数 ： ３８２床

【診療科目】
内科、呼吸器内科、消化器内科、循環
器内科、神経内科、小児科、新生児科、
外科、内視鏡外科、整形外科、形成外
科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、
産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、
放射線科、病理診断科、歯科、歯科口
腔外科、リハビリテーション科

資料：苫小牧市立病院HP（R6.9現在）

苫小牧市立病院

■診療科目数 ： ４科
■病 床 数 ： ４８床

【診療科目】
内科、小児科、外科、
リハビリテーション科

資料：白老町立国民健康保険病院HP
（R6.9現在）

白老町立
国民健康保険病院

写真：室蘭開発建設部（平成28年8月13日撮影）

【渋滞に巻き込まれる救急車両】



３．事業の効果の発現状況

・白老町では、ウポポイを起点に町内の病院や学校等を経由する循環バスや私立高校のスクールバスが
運行。また、通院、通学など日常生活の多くを隣接する苫小牧市に依存する中、登別～白老町～苫小牧
市を結ぶ路線バスは地域住民の重要な移動手段となっており、利用者数は増加傾向。

・整備前は、交通渋滞による慢性的な遅延が発生していたが、道路の拡幅により交通混雑が緩和され、路
線バスの利便性が向上。

・当該道路の整備により、地域住民の日常生活における利便性向上に寄与。

（３）事業効果の確認（日常生活の利便性向上）

【当該道路を走行するバスの運行状況】

【路線バスの乗降客数】

【交流促進バス】
（社台中央⇔ウポポイ）

８便/日

【路線バス】
（登別⇔苫小牧）

１０便/日

出典：白老町HP、私立高校HP
バス事業者HP

【白老町から苫小牧市への生活依存状況】
＜通勤・通学＞ ＜通院・入院＞

8.1 8.4

11.2 11.6 10.8
12.2

7.3 6.9

14.6
15.7

0

5

10

15

20

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
（年度）

（万人）

出典：バス事業者資料

R2～R3は新型コロナウイルス
感染症の影響で減少したが過
去10年間では概ね増加傾向

14

■地域の声（R６．７ バス事業者職員）

・当該区間を運行する路線バスは、白老から苫

小牧の高校・ショッピングセンター・病院等に

通う高校生や高齢者が主に利用しています。

・整備前は、交通渋滞による3～5分程度の慢

性的な遅延が発生していましたが、整備後は

ほぼ解消され、バス運行の走行性や定時性

が向上したと実感しています。

苫小牧市

26.0%

白老町

75.1%

白老町

55.1%

西胆振圏

8.1%

西胆振圏

9.4%

その他, 3.2%

その他, 9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

出典：国勢調査（R2年） 出典：北海道資料（令和4年度北海道国民健康保険・退
職国保、後期高齢者医療制度レセプトデータ）

西胆振圏：室蘭市・登別市・伊達市・豊浦町・洞爺湖町・壮瞥町

苫小牧市

47.8%

苫小牧市

59.1%

白老町

33.5%

白老町, 4.5%

西胆振圏

14.2%

西胆振圏

25.0%

その他, 4.5%

その他

11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

入院

苫小牧市
13.6％

【スクールバス】
（私立高校⇔苫小牧）

２便/日

写真：室蘭開発建設部（平成28年8月13日撮影）

【渋滞に巻き込まれる路線バス】



４．費用対効果分析の要因の変化

（１）計画時との比較

※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価値に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因がない場合でも、見た目の額は増加する。
※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。
※計画交通量は、R22将来交通量（R6事後評価）の推計値。

Ｈ28新規事業採択
時評価時点

Ｒ６事後評価時点
備考

（計画時からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝４．８ｋｍ Ｌ＝４．８ｋｍ

計画交通量 ２２，２００台/日 １９，７００台/日
・将来交通需要推計の見直し

H28新規評価時：H17全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
R06事後評価時：H27全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）

事業完了年度 平成３１年度 令和元年度

総事業費 約４０億円 約４０億円

総費用
Ｃ

約４５億円
（基準年H２８）

約６１億円
（基準年Ｒ６）

・基準年の変更による増

総便益
Ｂ

約６９億円
（基準年H２８）

約８３億円
（基準年Ｒ６）

・基準年の変更による増
・計画交通量の減少による減
※走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少による便益を計上

費用対効果
Ｂ／Ｃ

１．５ １．４
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４．費用対効果分析の要因の変化

各項目毎の便益額

地域の特殊性
を考慮した便益

（※）

救急医療改善効果 ４．３億円

余裕時間の短縮による効果 ０３３億円

CO2排出削減による効果 ０．６億円

合 計 ３８億円

16

※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※便益については、基準年における現在価値後の値

（２）事業の投資効果【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】



５．今後の事業評価の必要性等

〇今後の事後評価及び改善措置の必要性

白老拡幅の整備により、観光期渋滞の解消により地域振興に貢献するとともに、アイヌ文化の復興等
の拠点へのアクセス改善や、国際拠点港湾間の連結強化、円滑で安全な物流の確保による企業活動の
支援など当初の目的が達成されていることから、今後の事後評価及び改善措置の必要性はないものと
考える。

なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しやすい道路環境を確保するため、適切な維持管
理に取り組んでいく。

当初の事業計画から変更なく、事業を進めることができた。
今後も、事業の実施においては、関係機関とも綿密に連携し、調査分析を進めて行くことが重要である。
また、事業評価手法の見直しの必要性はないものと考える。

〇同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

17

目的としている事業の効果が発現しており、費用対効果等の投資効果も確保されていることから、本案
を事後評価結果の案としてお諮りいたします。


